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５．今後の方向性（担当室による内部評価）
 【選択肢】
　 継続（改善）、継続（現行）、継続（拡大）、継続（縮小）、統合検討、休止検討、廃止検討、事業完了（予定含む）

継続（現行）

今後の対応方針（課題解決への取組内容、具体的な見直し内容、継続の理由等） ６．事務事業の取組に関係する市の計画

　原材料支給等の他の事業を活用し、土地改良区や地元と連携して極力施設の長寿命化を図
ることにより、補助金の増加を抑制する。　今後も施設の老朽化による修繕料等が増えていくこ
とが予想されるため、地元受益者の負担軽減のため継続して支援をしていく必要がある。

４．担当室による事務事業の点検

　施設の老朽化が進み、補助制度の拡大について要望が寄せられている。　この事業により農業施設の適正管理が図られ、農村環境整備に貢
献できた。　土地改良区により日常的な維持管理が図られている。

考察（H.28年度の取組評価、課題、施策への貢献、市民との協働など）

一般財源 0 700 300 300 3000 0

地方債

0.07人 0.07人 0.07人

臨時職員等 0.01人 0.01人 0.01人 0.01人

542千円 542千円 542千円

①+②総事業費 0千円 1,092千円 842千円 842千円 842千円

0千円 0千円

0千円 0千円

②概算人件費 0千円 392千円

人
工
数

職員 0.05人

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（　　　）

H.30年度(計画予
算)

H.31年度(計画予
算)

H.32年度(計画予
算)H.27繰越分 H.28現年分

①直接事業費 700千円 300千円 300千円 300千円

H.28年度（決算見込） H.29年度(作成時予算額)

H.28繰越分 H.29現年分

0千円

産業部 農村整備担当監 市井　清己 農業基盤整備費 土地改良施設維持管理適正化事業

総
合
計
画

政 策 活力に満ちて暮らせるまち 事業目的（めざす効果）

基本施策

事業内容

(H.29)No. 3080 (H.28)No. 3080

事務事業名 土地改良施設維持管理適正化事業
会計区分 事業コード 321005
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

農林水産業費 かんがい排水施設管理費

担当部局名 担当室名 室長名 農業費 （小事業名）

地域産業の振興   ほ場整備実施から相当年数が経過し、老朽化が進み
つつある土地改良施設について、適正な維持管理を行
うことにより、長寿命化を図ることができる。

施 策 農林資源

重点プロジェクト

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

事業主体　：　名張市土地改良区

＜事業内容＞土地改良施設維持管理適正化事業に対
する補助金
＜対象者＞名張市土地改良区
＜負担割合＞国30％・県30％・改良区30％・市10％

H.28年度（事業量・取組実績） H.29年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

事業費：7,000千円
八幡幹線水管橋（修理）
：5,000千円
西原幹線用水路（修理）
：2,000千円

名張市は10％負担のみ

事業なし

H.30年度(事業計画) H.31年度(事業計画) H.32年度(事業計画)

事業費：3,000千円

名張市は10％負
担のみ

事業費：3,000千
円

名張市は10％負
担のみ

事業費：3,000千円

名張市は10％負
担のみ


